
第 12 回絆づくりこうなん実行委員会 会議要旨 

日時：平成 24 年 5 月 8 日（火） 午後 1 時 30 分～3 時 30 分 
場所：市民・協働ステーション（地域情報センター2 階） 

中会議室 
 

議題：（1）江南市社会福祉協議会『福祉まつり』について 

   （2）絆づくりカフェについて 

 
（1）江南市社会福祉協議会「福祉まつり」について                     

■絆づくりこうなん実行委員会への参加依頼 

（江南市社会福祉協議会の伊藤さんがお見えになりました。） 
・江南市社協ボランティアセンターについて、福祉を主たる目的としたボランティアグループを

中心に実践を積み重ね、多くの成果を挙げてきた一方で、福祉ボランティア活動の理解・啓発、

活動者への人材確保は課題としてある。 
・平成 20 年度より福祉ボランティアふれあいまつりを 3 回開催してきた。 
 
・年々参加者も減少してきたため、昨年は開催せず一宮、稲沢を視察し、より多くの方々に知っ

てもらえることができないかを検討した。 
 
・さらなる発展として、福祉関係者、関係機関、市民活動団体等との協働をしながら、多くの市

民の方々への啓発、交流の場をつくり、ボランティア活動や福祉活動の理解、参加への促進を

目的とし開催する。・子供が好きそうなブースやあそび場などが必要であり、様々な年齢層の方

に対応したことを行います。 
 
・福祉まつりにぜひ参加してもらいたい。 

主催 社会福祉法人江南市社会福祉協議会（ボランティアセンター） 

企画名称 江南市福祉まつり（ボランティアまつり） 

日程 平成 25 年 3 月 3 日（日） 

会場 江南市民文化会館 

企画内容（予定） 

開会セレモニー 

ステージ企画（閲覧型） 

広場企画（時間指定参加型・場所提供型） 

活動体験企画 

ブース出展、展示企画 

販売企画（バザー出店・フリーマーケット等） 

飲食、模擬店企画 

来場者企画 

セレモニー 

その他 



■福祉まつりに関する質疑応答 

・予算の割り振りは？ 

⇒まだ正確には決まっていません。 

   もし参加してもらえる場合、社協のところと合併せず、絆づくりカフェが独自として

参加できる方がよいと考えています。（絆づくりカフェの経費について一部の負担は可

能です。） 

 

・まず、何をするかを決めて、それに対する費用を詰めていきましょう。 
・内容によって、費用負担は可能です。場所（ホール）は全て押さえてあります。 
・ボランティアまつりの中で 1 つの企画としてできればという思いで参加したいです。 
・貸し出してもらえる場所は、目につくところだとロビーなどでも大丈夫でしょうか？ 

⇒文化会館の方と相談してみないとわかりません。細かいことまでは決まっていないため、

すぐに返答はできません。福祉のブースを集中的にまとめるなど、動線をつくることが大

切だと考えています。目的で分けるか、何で分けるかはまだ検討中です。 
・「福祉まつり」に違和感があります。いろんなボランティアの方々とつながりをつくる様々な人 
と交流する機会をつくりたいということは、福祉ボランティアに関することでのつながりをつ

くりたいということですか？ 
⇒少し違います。ボランティア以外の方々とのつながりが弱いため、そこでのつながりをつ

くりたいと思ったためです。“福祉”を 1 つの切り口にし、様々なところとふれあい、知る

機会になればと考えています。今までは内に向いていた視点を外に向けることが今回の福

祉まつりの目的です。 
・いろいろなものを含めてしまうのなら、どこが切り口でも同じではないですか？ 

⇒絆づくり実行委員会の方々と思いは同じです。 
・社協さんは何を期待されていますか？ 

⇒社協が単独でそれぞれにお願いし、企画していくこともできますが、絆づくりカフェのよ

うに先行的に活動されているところと協働することで情報・動きがスムーズになると考え

ています。 
・販売を行うブース（団体）はある程度ルールに則ってもらわなければなりませんが、ある

一定の基準によって、可能かどうかを検討していきます。 

・活動内容は、広報に載せてもらえますか？ 

⇒社協だより（偶数月）に福祉まつりの記事が載るならば、その月の市広報には掲載しない

ことになるかもしれません。 
また、ブース出展の申込・問合わせなどは社協さんの内容となってしまうため、絆づくり

こうなん実行委員会からのお知らせには、あまり詳細には載せられないかもしれません。 
・参加団体はいくつくらいありますか？ 

⇒いきいきサロンさんが 11 団体、障害者施設が 3～4 団体、高齢者施設が 4 団体程を予定し

ています。 
・今回の参加で、２月と９月の絆づくりカフェに参加できなかった人への参加機会を作るこ

とができる。同時に絆づくりカフェのメンバーが増えるきっかけにもなると思いますので、

社協さんと協力して活動をしていきましょう。 

 



■検討結果 

・３月３日に開催される「福祉まつり」に参加します。 

参加のあり方は今後決めていきます。 

  

 

（２）絆づくりカフェについて                             

・２月の絆づくりカフェに参加できなかった人たちからの次回への期待を受けている。 

９月中に開催できるといいが。 

・開催会場を地域情報センターに固定するのではなく、各地区の施設で行うのもよい。 

■検討結果 

  ・第２回この指とまれ絆づくりカフェを９月９日（日）の午後から開催する。 

  ・会場は、中央コミュニティセンター（老人福祉センター２階）会議室。 

  ・今回は交流会中心のカフェにし、特別には団体 PR の企画は入れない。 

 

 

 

☆次回は６月５日（火）１３：３０から、市民協働ステーション（中会議室）で開催します。 

傍聴は自由です。お気軽にお越し下さい。 



第12回絆づくりこうなん実行委員会　会議要旨

日時：平成24年5月　8日（火）　午後1時30分～3時30分

場所：市民・協働ステーション（地域情報センター2階）

中会議室

		議題：（1）江南市社会福祉協議会『福祉まつり』について

　　 （2）絆づくりカフェについて





（1）江南市社会福祉協議会「福祉まつり」について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■絆づくりこうなん実行委員会への参加依頼

（江南市社会福祉協議会の伊藤さんがお見えになりました。）

・江南市社協ボランティアセンターについて、福祉を主たる目的としたボランティアグループを中心に実践を積み重ね、多くの成果を挙げてきた一方で、福祉ボランティア活動の理解・啓発、活動者への人材確保は課題としてある。


・平成20年度より福祉ボランティアふれあいまつりを3回開催してきた。



・年々参加者も減少してきたため、昨年は開催せず一宮、稲沢を視察し、より多くの方々に知ってもらえることができないかを検討した。



・さらなる発展として、福祉関係者、関係機関、市民活動団体等との協働をしながら、多くの市民の方々への啓発、交流の場をつくり、ボランティア活動や福祉活動の理解、参加への促進を目的とし開催する。・子供が好きそうなブースやあそび場などが必要であり、様々な年齢層の方に対応したことを行います。


・福祉まつりにぜひ参加してもらいたい。

		主催

		社会福祉法人江南市社会福祉協議会（ボランティアセンター）



		企画名称

		江南市福祉まつり（ボランティアまつり）



		日程

		平成25年3月3日（日）



		会場

		江南市民文化会館



		企画内容（予定）

		開会セレモニー


ステージ企画（閲覧型）


広場企画（時間指定参加型・場所提供型）


活動体験企画


ブース出展、展示企画


販売企画（バザー出店・フリーマーケット等）


飲食、模擬店企画


来場者企画


セレモニー


その他





■福祉まつりに関する質疑応答

・予算の割り振りは？


⇒まだ正確には決まっていません。


　　　もし参加してもらえる場合、社協のところと合併せず、絆づくりカフェが独自として参加できる方がよいと考えています。（絆づくりカフェの経費について一部の負担は可能です。）


・まず、何をするかを決めて、それに対する費用を詰めていきましょう。

・内容によって、費用負担は可能です。場所（ホール）は全て押さえてあります。

・ボランティアまつりの中で1つの企画としてできればという思いで参加したいです。


・貸し出してもらえる場所は、目につくところだとロビーなどでも大丈夫でしょうか？

⇒文化会館の方と相談してみないとわかりません。細かいことまでは決まっていないため、すぐに返答はできません。福祉のブースを集中的にまとめるなど、動線をつくることが大切だと考えています。目的で分けるか、何で分けるかはまだ検討中です。

・「福祉まつり」に違和感があります。いろんなボランティアの方々とつながりをつくる様々な人


と交流する機会をつくりたいということは、福祉ボランティアに関することでのつながりをつくりたいということですか？


⇒少し違います。ボランティア以外の方々とのつながりが弱いため、そこでのつながりをつくりたいと思ったためです。“福祉”を1つの切り口にし、様々なところとふれあい、知る機会になればと考えています。今までは内に向いていた視点を外に向けることが今回の福祉まつりの目的です。


・いろいろなものを含めてしまうのなら、どこが切り口でも同じではないですか？


⇒絆づくり実行委員会の方々と思いは同じです。

・社協さんは何を期待されていますか？


⇒社協が単独でそれぞれにお願いし、企画していくこともできますが、絆づくりカフェのように先行的に活動されているところと協働することで情報・動きがスムーズになると考えています。


・販売を行うブース（団体）はある程度ルールに則ってもらわなければなりませんが、ある一定の基準によって、可能かどうかを検討していきます。


・活動内容は、広報に載せてもらえますか？


⇒社協だより（偶数月）に福祉まつりの記事が載るならば、その月の市広報には掲載しないことになるかもしれません。

また、ブース出展の申込・問合わせなどは社協さんの内容となってしまうため、絆づくりこうなん実行委員会からのお知らせには、あまり詳細には載せられないかもしれません。

・参加団体はいくつくらいありますか？


⇒いきいきサロンさんが11団体、障害者施設が3～4団体、高齢者施設が4団体程を予定しています。


・今回の参加で、２月と９月の絆づくりカフェに参加できなかった人への参加機会を作ることができる。同時に絆づくりカフェのメンバーが増えるきっかけにもなると思いますので、社協さんと協力して活動をしていきましょう。

■検討結果

・３月３日に開催される「福祉まつり」に参加します。

参加のあり方は今後決めていきます。

　

（２）絆づくりカフェについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・２月の絆づくりカフェに参加できなかった人たちからの次回への期待を受けている。


９月中に開催できるといいが。


・開催会場を地域情報センターに固定するのではなく、各地区の施設で行うのもよい。


■検討結果

　　・第２回この指とまれ絆づくりカフェを９月９日（日）の午後から開催する。

　　・会場は、中央コミュニティセンター（老人福祉センター２階）会議室。

　　・今回は交流会中心のカフェにし、特別には団体PRの企画は入れない。


☆次回は６月５日（火）１３：３０から、市民協働ステーション（中会議室）で開催します。

傍聴は自由です。お気軽にお越し下さい。














